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圃
際
経
済
の
比
較
動
事
的
分
析

森

嶋

通

夫

一
九
四
二
年
の
エ
コ
ノ
メ
ト
リ
カ
誌
上
に
、
メ
V
ラ

1
教
授
は
「
闘
際
貿
易
に
於
け
る
過
少
一
一
居
傭
均
衡
L

な
る
論
文
を
護
表
し
た
o

E

D
論
文
に
於
い
て
、
彼
は
世
界
が
一
一
う
白
園
民
恕
梼
よ
り
構
成
せ
ら
れ
て
い
る
と
と
を
仮
定
し
、
一
閣
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
費
動

が
そ
白
闘
の
園
民
所
得
・
締
消
費
・
綿
投
資
陀
如
何
友
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
及
び
他
園
の
図
民
所
得
・
綿
消
費
・
楓
投
費
に
如
何

な
る
殺
果
を
輿
え
る
か
を
分
析
し
て
い
る
。
吾
々
は
本
稿
に
於
い

τ
E
D
メ
ツ
ラ

1
の
問
題
を
取
扱
う
が
、
本
稿
D
特
徴
を
列
記
す

る
な
ら
ぽ
次
の
如
〈
で
あ
る
。

一
司
メ
ツ
ラ
ー
は
世
界
が
一
一
口
の
園
民
経
碕
よ
り
構
成
せ
ら
れ
て
い
る
と
と
を
恨
定
し
た
が
、
吾
々
は
と
白
懐
定
を
除
去
し
て
世

(

一

界
が
泊
四
個
の
園
民
経
携
よ
り
構
成
せ
ら
れ

τ
い
る
と
考
え
る
。
(
か
円

J

て
渡
漣
太
郎
氏
は
世
界
が
弐
一
つ
白
園
局
総
祷
よ
り
構
成
せ
ら

れ
て
い
る
場
合
化
迄
メ
ツ
ラ
ー
の
分
析
を
擁
張
せ
ら
れ
た
。
)
(
霊

4

刊
「
理
論
締
済
事
し
創
刊
焼
に
於
け
る
渡
謹
氏
自
論
文
参
照
)
。

口

メ

ツ

ラ

1
の
分
析
は
動
率
霊
郁
夫
」
比
較
掛

EfD脊
妙
、
な
結
合
で
あ
り
、
従
ワ
て
見
か
け
上
動
息
子
的
円
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
宇

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
愛
動
が
各
朗
自
園
民
所
得
・
綿
消
費
・
網
設
費
に
順
次
如
何
な
る
故
果
を
及
ぼ

b
℃
行
く
か
を
明
か
に
し
得
宇
、
た

だ
閥
単
に
バ
ラ
メ
l
hグ
1
援
助
の
一
長
期
殺
果
を
明
か
に
し
得
る
に
過
ぎ
友
い
。
之
陀
劃
し
て
吾
々
は
比
較
動
皐
に
立
脚
す
る
。
そ
れ
故

、、

吾
々
は
ロ
ハ
ラ
メ

1
グ

1
白
一
費
動
が
各
期
目
一
幽
昆
所
得
等
に
順
次
如
何
段
る
妓
果
を
及
ぼ
し
て
行
〈
か
を
明
か
に
し
得
る
。

園
際
紹
油
開
申
比
較
動
車
的
分
析

第
六
十
六
巻

七
ゴし

第
五
・
大
韓

四
五



図
際
組
済
自
比
稜
勤
畢
的
分
析

第
大
十
穴
巻

メ
ツ
ラ
ー
に
於
い
て
は
諸
々
の
限
界
性
向
は
凡
て
一
定
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
吾
々
は
限
界
性
向
が
愛
勤
し
た
場
令
の
妓

協
五
・
大
規

果
の(三〉
分
析
を
も
試
み
る

f¥、
O 

凶
占
ハ

な
沿
私
が
闘
際
経
梼
皐
白
専
門
家
で
左
い
震
に
、
思
わ
ね
誤
謬
を
な
か
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
多
く
白
人
達
凸
御
高
評
を
得

る
な
ら
ば
極
め
て
幸
で
あ
る
。-

基

礎

分

析

的

メ
ツ
ラ
ー
に
従
っ
て
、
五
口
々
は
何
れ
白
園
に
於
い
て
も
過
少
雇
傭
均
衡
な
る
と
と
、
即
ち
債
格
が
不
援
な
る
と
と
乃
至
供
給
の
蛸

力
性
が
無
限
大
な
る
と
I
E
を
仮
定
す
る
。
い
ま
れ
を
も
G

て
第
包
囲
の
園
民
所
得
を
表
し
、
日
を
第

z
園
で
生
産
せ
ら
れ
た
消
費
財

に
釣
す
る
第

y
園
白
需
要
、
引
を
第
az
闘
で
生
産
せ
ら
れ
た
投
資
財
に
謝
す
る
第
J
閤
白
需
要
と
す
る
。
。
ι
H
H
h
i
-
-
M
S
)

第
τ
期
に
於
け
る
打
町
、

v
川
が
警
l
H
期
比
於
け
る
V
H
K
依
存
す
る
と
と
を
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
第

t
期
に
於
け
る
第
包
囲
に
劉
す

る
総
需
要
は
、

M
qご
[
同
心
円
N
i
l
H
)
}
+

凶
示
、
[
示
。
ー
ム
戸
、

L

W

2

~

h

叫

に
よ
う
て
奥
え
ら
れ
る
。
第
，
z
期
に
於
け
る
第
-z
闘
の
締
供
給
は
剛
、
入
。
?
あ
る
か
ら
、

討
会
)
日
一

MqaM[討
会
同
)
]
+
凶
割
、
世
情
[
F
Q
l
H
]
G
H
H
F
・-:・・る

で
あ
る
。
こ
白
僚
件
は
如
何
怠
る
疋
整
数
t
に
劃
し
て
も
糊
足
せ
ら
れ
る
。

〔
炉・4
〕

さ
て
M
U

α、

E
は
凡
て
常
数
で
あ
る
と
し

旬、門
口
入
剛
、
じ
川
足
立
お

+
E匂

第
t
期
む
於
け
る
一
時
的
均
衡
俵
件
は



語
上
び

可
柏
町
ハ
吋
γ

)

川
3
L
U
I
T
F
刷、

在
る
と
百
戸
一
を
仮
定
す
れ
ぽ
、

ωは

F
S
H
M
(空
+
Z
U同
U
Q
1
0
+
凶
ハ
里
、
土
主
)

7'; 
雫

{
可
令
)
}
M
M

同
{
同
号
l
H
)
}
+
{凶
宏
之
+
P
M
)
}

と
ま
同
〈
と
と
を
得
る
。
と
と
に

H
は
行
列
[
£
+
e
]
を
去
す
。

容
易
に
知
ら
れ
る
如
〈
と
白
定
薬
方
程
式
を
解
〈
な
ら
ば
、

(

臼

以

{

吋

(

株

)

}

H

[

凶
同
市
]
{
凶
(
a
t
+
T
)
}十
[
同
]

h

{

州
、
色
)
}

す

"

。

拡

を
得
る
。
但
し
同
「
L

『
(
車
位
行
列
)
で
あ
り
{
可
(
C
)
}

は
奥
え
ら
れ
た
初
期
所
得
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。

( 

同
) 

時

l
v
E
の
と
き
[
同
]
「
る

で
あ
る
左
ら
ぽ
、
郎
ち
動
畢
的
シ
ス
テ
ム
倒
白
安
定
保
件
が
満
足
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、

t
が
無
限
大
に
向
う
と
き
{
吋
(

O

}

は

{
吋
(

8

)

}

H

[

同
l
同
]
よ
凶
宏
之
ふ
l
p
U
}

に
牧
飲
す
る
。
而
じ
て
之
は
シ
ス
テ
ム

ωD定
常
的
所
得
ベ
ク
ト
ん
で
あ
り
、
[
同
l
同
]

H

は
所
謂
園
際
貿
易
白
動
皐
的
行
列
衆
因
子

(身
E
E自
国

E
Z
E
E
-
E
)
で
あ
る
0

・
な
ほ
動
皐
的
行
列
乗
因
子
に
閲
し
て
は
、

F
Z
P己
主
E
J
g
o
旨
島
宣
言

E
Z
V
E♂守一語、

同

3
5
R
H話
器
具
〈
。
F
F
H
H
W
Z。・明日
P
E邑
を
参
照
さ
れ
た
い
。

メ
-
フ

j

I

タ

1
竣
動
の
闘
民
所
得
に
及
ぼ
す
殺
呆
(
そ
の
一
)

国
際
粧
済
四
比
担
割
華
同
分
析

第
六
十
六
巻

J、

第
五
・
六
焼

四
七



国
際
相
演
目
比
較
動
車
的
分
析

第
六
十
六
巻

F又

第
豆
・
占
ハ
焼

四
八

種
々
・
な
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
愛
動
は
各
闘
白
岡
民
所
得
・
網
消
費
・
楓
投
資
に
如
何
な
る
挟
果
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
ζ

の
問
題
に
ワ
い
て
考
察
し
よ
う
。
云
う
迄
も
友
〈
吾
々
白
健
系
の

q

で
フ
メ
ー
タ
ー
は
町
、
旬
、
川
、
叩
、
向
、
町
、

z
如
、
ん

り
、
之
筈
の
増
大
は
夫
々
次
の
如
き
意
味
を
持
。
て
い
る
。

で

あ

伽
の
増
大
H
園
産
消
費
財
に
劃
す
る
第
包
囲
の
限
界
消
費
性
向
白
増
大

仰
の
増
大
H

Y
園
産
消
費
財
に
封
ず
る
第
-z
園
白
限
界
消
費
性
向
の
増
大
一

加
の
増
大
目
閤
産
投
資
財
に
封
す
る
第

z
園
の
限
界
需
要
性
向
白
増
大

如
の
増
大
H

J園
産
投
資
財
に
謝
す
る
第
包
囲
の
限
界
需
要
性
向
の
増
大

向
の
増
大
H
限
界
消
費
伯
向
が
一
定
在
る
場
合
陀
於
け
る
閤
産
消
費
財
に
劃
す
る
第
-z
闘
白
平
均
消
費
性
向
の
増
大

仰
の
増
大
目
限
界
消
費
性
向
が
一
定
な
る
場
合
に
於
け
る
・
J
闘
産
消
費
財
に
劃
す
る
第
・
包
囲
白
千
均
泊
費
性
向
の
増
大

九
の
増
大
U
園
産
投
資
財
に
劃
す
る
第
g
闘
白
需
要
の
増
大
(
但
し
均
一
定
)

ん
の
増
大
U

J
闘
産
投
費
財
に
劃
す
る
第
包
囲
D
需

要

の

増

大

(

但

し

叩

一

定

)

喰

以
下
吾
々
が
「
平
均
消
費
性
向
む
増
大
」

L
」
云
う
と
き
「
旬
一
山
凡
な
る
場
合
に
於
け
る

α
白
増
大
」
を
意
味
し
、

「
投
費
財
需
要

の
増
大
」
と
云
う
と
き
「
り
一
定
左
る
場
合
に
於
け
る
b
の
増
大
」
を
窓
味
す
る
も
の
と
す
る
。
本
節
及
び
弐
節
に
於
い
て
は

α
及

び
b
白
一
鑓
動
故
呆
を
取
扱
い
、
第
四
節
及
び
第
五
節
に
於
い
て
旬
及
び
u
の
踊
出
動
妓
果
E
取
扱
う
。

さ
て
今
期
(
停
0
期
)
に

α
乃
至
b
に
費
動
が
あ
り
且
う
そ
む
踊
出
動
が
永
久
的
援
動
で
あ
る
場
令
、

吾
、
々
自
愛
動
過
程
が

α
乃
至
b
の
費
動
後
に
於
い
て

{
司
令

)
+
h

コ。
}
H
[凶
旬
]
{
凶
公
立
+
h
a刷、
+
T
+
h
p
U
}
+
[同
]

h

{

剛
、
(
号
)
}

句
"
。
、



と
な
る
と
と
は
一
耳
う
迄
も
な
い
。
そ
れ
故

{
』
剛
、
(
四
)
}
自
[
凶
同
句
]
{
凶
(
詮
勝

M+hF)}

ω
L

』

が
得
ら
れ
る
が
、
と
く
に
吾
々
の
服
系
が
安
定
剛
山
系
で
あ
る
場
合
に
は

h
吋
(
O
は

定
見
E〕
}
H
[
H
l
h
]
lよ

M
Sと
十
h
f
U
}

花
山
収
撤
す
る
。
各
弘
州
、
持
。
)
む
符
披
を
決
定
す
る
た
め
に
は
ふ
N
)

刊
[
町
可
]
の
各
要
素
の
符
披
E
知
ら
ね
ば
左
ら
闘
い
か
、
之
等
は

容
易
に
知
る
と
と
が
出
来
る
。

ま
づ

T
L
な
る
と
き
」
(
C
H
L円
で
あ
る
か
ら
、
制
剖
角
要
素
は
凡
て
ー
で
あ
b
、
非
艶
角
要
素
は
凡
て

o，
で
あ
る
。
そ
れ
故
次

の
命
題
が
得
ら
れ
る
。

第
包
囲
白
岡
産
財
に
劉
す
る
平
均
消
費
竹
向
が
増
す
か
、
闘
産
投
-
費
財
に
劃
す
る
需
要
が
増
す
左
ら
ぽ
、
第
包
囲
の
第

一
期
の
園
民
所
得
は
鐙
勤
前
の
そ
れ
よ
り
も
必
す
大
で
あ
る
。
第
ム
幽
以
外
む
園
の
第
一
期
の
園
民
所
得
は
餐
劃
前
白
そ
れ
と
同
一

で
あ
る
。

(
ζ
ζ

に
「
艶
割
前
?
が
よ
れ
」
と
位
「
パ
ラ
メ
E
タ

I
腿
割
前
凶
弟
一
期
の
園
民
所
得
」
を
さ
す
。
以
下
之
に
撃
ず
。
)

題

i陶
産
財

ι劃
す
る
第
包
囲
白
平
均
消
費
性
向
が
増
す
か
、

J
園
産
投
資
財
に
劃
す
る
第

E

包
一
闘
の
需
要
が
増
す
な
ら
ば

第
J
図
白
第
一
期
白
岡
民
所
得
は
鐙
動
前
の
そ
れ
よ
り
も
必
ヂ
大
と
な
る
。
し
か
し
た
が
ら
第
j
図
以
外
の
闘
の
第
一
期
目
闘
民
所

命
題

得
は
鑓
勤
前
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

T
U
凶
作
劃
し
て
は
弐
白
如
く
で
あ
る
。
」
(
凶
)
H
H十
周
で
あ
る
か
ら
、
』
g
H
S
Z
，T
S院
と
ゐ
け
ば
、
畑
、
(
同
)
白
劉
角
要
素
は

rah主
で
あ
り
、
非
封
角
要
素
は
出
r
h

体
で
あ
一
る
。
一
五
う
起
も
な
ぐ
』
f
h
W
C

で
あ
る
か
ら
、
割
角
要
素
は
必
A
Y主
で
あ
り
、
非
封
角

い
ま
五
日
々
は
』

pzvo
な
る
と
き
「
第
J
闘
は
第
包
囲
に
謝
す
る
輸
出
園
で
あ
る
L

と
一
五
い
、

r
h
H
{
}

要
素
は
正
悲
(
は
O
で
あ
る
。

国
際
経
済
白
比
較
動
畢
酌
分
析

第
六
十
六
省

J、
一
第
五
・
穴
載

四
コ九



閣
眠
い
開
演
の
比
較
動
事
的
分
析

第
六
十
六
巻

戸、
U~ 

事
五
・
六
腕

五
0 

な
る
と
色
「
第
J
闘
は
第
包
囲
に
封
す
る
非
聡
山
川
闘
で
あ
る
」
と
云
う
と
と
と
し
よ
う
。
(
品
切
論
第
J
閏
が
描
P

2

園
に
謝
す
る
輸
出
園
で
あ

る
や
否
中
は

3
1
3民
三
品
、
。
で
判
別
す
る
白
川
炉
普
遁
で
あ
る
が
、
吾
々
は
そ
札
を
淀
川

1ε
酬
田
正
・

o
T
定
議
す
る
。
)
然
る
と
ま
次
白
法

Jtlj 
命 eが
題特
三三 ら

れ
る州

若
〈
は
J
M
が
増
大
し
た
場
令
、
第
a
b

園
心
第
二
期
の
闘
民
所
得
は
鑓
動
請
の
そ
れ
よ
り
必
+
大
L
L
K
Z
o
市
し
て
第

i
闘
に
劃
す
る
輪
出
図
。
第
二
期
D
園
民
所
得
は
鑓
勤
前
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
が
、
第
E
Z
闘
陀
相
剖
す
呂
非
輸
出
国
白
園
民
所
得
は

不
変
で
あ
る
。

ん
川
若
〈
は
ん
が
増
大
し
た
場
令
都
j
闘
の
第
二
期
の
国
民
所
得
は
鑓
動
前
の
そ
れ
よ
り
必
宇
増
大
す
る
。
而
し
て
第
J

固
に
封
ず
る
輸
出
閣
の
第
二
期
四
園
民
所
得
も
亦
挺
勤
前
の
そ
れ
よ
り
増
大
す
る
が
第
J
園
K
鈎
す
る
非
輪
出
園
白
第
二
期
白
岡
氏

.6.. 
開ロ

題
回

所
得
は
不
同
盟
で
あ
る
。

H
H
臼
に
劉
し
て
は
衣
の
如
く
で
あ
る
。

負
担
)
U
H
+
出
+
唱
で
あ
る
か
ら
、

mr
の
要
素
を
ザ
と
書
け
ば

ミ
H
凶『
f
hユ

で
あ
る
。
そ
れ
故

h
(臼
)
の
封
角
要
素
H
+
「刷
l
z
h
u

は
必
宇
疋
で
あ
り
、
非
調
角
田
宮
素

ra，T
h
r
w

は
毘
若
〈
は
0
で
あ
る
。
後

者
は
第
j
闘
が
第
回
る
闘
に
針

T
る
輪
出
闘
で
あ
る
と
き
必
す
正
で
あ
る
が
、
第
t
闘
に
封
ず
る
直
接
的
轍
川
園
で
な
(
て
も
、
第
9

・

闘
に
劃
す
る
帆
畑
町
図
で
あ
る
第
T

闘
に
潤
す
る
轍
川
園
で
あ
る
な
ら
ば
正
で
あ
る
。
而
し
て
第
J
闘
が
第
t
闘
陀
謝
す
る
轍
川
闘
で

友
〈
、
且
つ
第

z
闘
に
謝
す
る
轍
山
川
園
に
劃
す
る
轍
山
闘
で
な
い
場
合
に
は
、

~
r
z
t
T
F
句
H
H
岳
で
あ
る
。
か
く
て
第
三
期
白
各
闘
闘

民
所
得
。
費
動
に
閥
し
亡
次
白
命
題
を
得
る
。

命
題
亙

一一乃至
h

D
増
大
に
際
し

τ第
包
囲
D
第
一
一
一
期
の
岡
氏
所
得
は
境
勤
前
の
そ
れ
主
り
増
大
す
る
。
第
j
闘
が
第
4
園
に



制
制
す
る
直
接
的
職
川
闘
で
あ
る
か
、
第
包
囲
に
封
す
る
檎
川
園
に
射
す
る
轍
川
闘
で
あ
量
左
ら
ぽ
第

7
闘
の
第
三
期
白
岡
民
所
得
は

時
出
勤
前
白
そ
れ
よ
り
増
大
す
る
。
而
し
て
そ
れ
以
外
白
閣
の
園
民
所
得
は
不
愛
で
あ
る
。

命
題
穴

M
乃
至

W
D
増
大
に
際
し
て
、
第

7
閣
の
第
三
期
の
園
民
所
得
は
鍵
動
前
白
そ
れ
よ
り
増
大
す
る
。
第

r
闘
が
第
・
7
凶

0

3

も

¥

に
劃
す
る
直
接
的
轍
川
園
で
お
る
か
、
第
-
J
園
に
劃
す
る
輸
出
閣
に
船
出
す
る
轍
出
闘
で
あ
る
危
ら
ば
、
第
γ
図
の
第
三
期
の
園
民
所

R
す
み
A

品、
f
』

-

山
町
一
乃
至
い
が
増
大
し
た
場
令
、
提
勤
前
の
そ
れ
よ
り
増
大
す
る
。
而
し
て
そ
れ
以
外
白
園
白
園
民
所
得
は
不
援
で
あ
る
。

T
晶
化
闘
し
て
は
、

mr
の
要
素
が

b
匂

HMhrh7』
rz

で
あ
る
と
と
を
考
臆
す
れ
ば
同
様
に
分
析
し
得
る
。

命
題
七

向
乃
至
L

叩
白
増
大
に
際
し
て
、
第
Z

闘
白
第
四
期
の
園
局
所
得
は
、
愛
勤
前
?
セ
れ
よ
り
増
大
す
る
。
第
J
園
が
第
eg

園
に
謝
す
る
轍
山
川
闘
で
あ
る
か
、
第
a
E

闘
に
封
す
る
輸
出
園
に
釣
す
る
轍
山
川
園
で
あ
る
か
、
第
q
u

図
に
謝
す
る
輸
出
園
に
謝
す
る
輸

出
園
に
劃
す
る
轍
阿
国
で
あ
る
・
な
ら
ば
、
第
，
J
闘
白
第
四
期
図
民
所
得
は
費
動
前
?
セ
れ
よ
り
増
大
す
る
。
而
し

τそ
れ
以
外
白
園

。
第
四
期
の
園
民
所
得
は
不
援
で
あ
る
。

命
題
λ

ん
叩
乃
亙
旬
の
増
大
が
あ
る
と
き
に
は
、
命
題
七
と
平
行
の
命
題
が
成
立
つ
。

か
よ
う
に
轍
出
閥
係
を
通
じ
て
闘
民
所
得
費
動
は
波
及
す
る
。
い
ま
之
等
白
波
及
過
程
を
一
般
的
に
記
述
す
る
法
則
を
得
る
た
め

に
、
輸
出
関
係
を
攻
の
如
〈
定
読
し
よ
う
。

ま
づ
』
T
V
E
友
る
と
き
、
第
j
園
は
第
az
園
忙
劃
す
る
第
一
次
職
問
闘
で
あ
る
と
い
い
、

加、純日日号、』
f
h
N
u
V
C

な
る
と
昔
、
第
一
J

hhv-な
る
と
昔
、
第

J

園

園
は
第
-z
園
に
劃
す
る
第
二
女
輪
出
闘
で
あ
る
と
云
う
J

而
し
て

r
1
h句
1
i
H
F
h
l
s
H
P

習
慣
終
端
岡
田
比
輯
動
畢
的
分
析

第
六
十
六
巻

一
八
五

第
亙
-

A

ハ
披

E 



圃
際
担
隣
自
比
較
動
撃
的
分
析

第
六
十
六
替

-J旬、
山ノ、

第
五
・
宍
披

ヨ玉

は
第
'
包
囲
に
劉
に
削
到
す
る
第
8

次
職
出
固
で
あ
る
ξ
定
義
す
る
。
し
か
る
と
き
女
白
如
き
法
則
が
得
ら
れ
る
己
と
は
云
う
起
も
な
い

で
あ
ろ
う
。

州
第
く
は
ん
が
増
大
し
た
場
合
、
第

t
闘
の
第
一
期
以
後
の
困
民
所
得
は
、
踊
出
勤
前
の
そ
れ
ら
よ
り
何
れ
も
埼
大
す

る
。
第
目
包
囲
に
封
寸
る
第
ao
共
職
出
囲
む
困
民
所
得
は
、
第
8
期
ま
で
は
鐙
勤
前
の
そ
れ
ら
と
同
一
で
あ
担
、
第
エ
ム
期
以
後
は

愛
勤
前
の
そ
れ
ら
土
り
何
れ
も
増
大
す
る
。

'
 

第
=
法
問
印
若
〈
は
ん
が
増
大
し
た
場
合
、
第
J
園
の
第
一
期
以
後
白
園
民
所
待
は
竣
動
前
?
七
れ
ら
上
り
何
れ
も
増
大
す
る
。

第
j
園
忙
劃
す
る
第
8

弐
輸
出
園
た
る
第

r
園
の
園
民
所
得
は
第
8
期
ま
で
は
餐
動
前
白
そ
れ
ら
と
同
一
で
あ
り
、

第
一
法
則

第
エ
ム
期
以

後
は
同
盟
動
前
の
そ
れ
ら
上
り
何
れ
も
増
大
す
る
。

安
定
僚
件
が
満
足
さ
れ
る
揚
令
、

{
可
な
)
}
も
{
『
円
。
十
』
吋
令
)
}
も
共
に
牧
倣
じ
、
不
安
定
保
件
が
淵
さ
れ
る
と
き
両
者
は
愛

散
す
る
。
而
じ
て
中
性
保
件
が
捕
さ
れ
る
と
き
、
雨
者
は
牧
倣
も
せ
守
護
散
も
し
な
い
。
と
白
己
と
は
飴
り
に
も
周
知
で
あ
る
。

』-
一
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
獲
動
の
総
消
費
及
び
総
投
資
に
奥
え
る
殺
果
(
そ
の
一
)

攻
に
吾
々
は
叫
ん
叫
ん
及
び
旬
。
費
動
が
各
国
白
一
穂
消
費
及
び
綿
投
資
に
如
何
友
る
放
呆
を
及
ぼ
す
か
を
考
察
し
よ
う
。

第
t
期
に
於
け
昌
第
・
J
園
白
網
消
費
は
云
う
温
も
た
〈

〔

3
q
L
M
U
Q
)
]
川
M
q
t
[
M
U
Q
)
]

hw 

で
あ
る
。
第
J
闘
D
綿
投
資
は
投
費
財
網
需
要
凶
可
と
と
超
過
職
出
凶
(
旦
工
ぺ
明
、
E
)
i
M
U
(
q
E
+
可
と
)
の
和
で
あ
る
が
、
と
れ

裕

也

卵

、

w

は
一
時
的
均
衡
保
件

ωを
考
臆
す
れ
ば

• 



可、
[
M
J
(
帖)]川
M
J
(抽

)
l
句
、
[
吋
入
品
)
]

に
等
し
い
。
郎
ち
割
、

L
R
(帖
)
]
は
第

t
期
に
於
い
て
賀
現
さ
れ
た
第

f
園
の
綿
投
資
で
あ
Z
。

ラ
メ
ー
タ
ー
が
凡
て
不
煙
で
あ
る
場
合
陀
は

(
印
)

従
っ
て
向
。
み
が
増
大
し
他
の
バ

h
q刷。
)
H
B
h吋
"
。
)
+
h
a
t

h
q
h
令
)
H
a
L
剛、入。白

h
可入院〕

H
(
H
l
R
N凶
)
h
吋
入
。
l
h
a
a
a

h
可
匂
。
)
H
3
I
R
N
U
h
『匂(一。

で
あ
る
。
と
と
に
K
川
正
で
あ
り
、

a
h川
M
Z酬
は
第

z
闘
白
限
界
糊
消
費
性
向
で
あ
る
。

L
P
 

則
を
考
慮
す
れ
ば
火
の
法
則
が
得
ら
れ
る
。

酎
及
び
町
は
正
で
あ
る
か
ら
、
第
一
法

第
-
a
b

園
の
園
産
消
費
財
虻
謝
す
る
平
均
消
費
位
向
が
増
大
し
た
場
合
、
第
-z
閤
白
第
一
期
以
後
の
各
期
心
機
消
費
は

愛
勤
前
の
そ
れ
ら
よ
り
必
歩
増
大
す
る
。
而
し
て
第
ム
国
陀
劃
す
る
第
8

弐
輪
出
国
の
栂
消
費
は
、
第

s
期
ま
で
は
費
動
前
白
そ
れ

ら
と
同
一
で
あ
り
、
第
ヱ
ム
期
以
後
は
愛
勤
前
の
そ
れ
ら
よ
り
増
大
す
る
。

第
三
浪
則

内
の
増
大
が
投
資
陀
及
ぽ
す
放
果
は
次
白
如
〈
で
あ
る
。
第

a

包
囲
白
棉
投
養
は
増
大
す
る
と
と
も
あ
り
、
減
少
す
る

と
と
も
あ
る
。
第
J
闘
が
第
色
園
陀
謝
す
る
第
七
1

・
究
職
出
闘
で
あ
る
友
ら
ば
、
第
J
園
白
糟
投
費
は
第

s
期
ま
で
は
鑓
勤
前

?ι
セ
れ

第
四
法
則

ら
と
同
↓
で
あ
る
が
、
第
ω，寸
H

期
以
後
は
旦
八
回
な
る
と
曹
援
助
前
の
そ
れ
ら
よ
り
増
大
し
、
阜
〉
同
友
る
と
き
減
少
す
る
。

し
て

E
H
H
な
る
と
き
第
J
闘
の
如
何
な
る
期
の
棉
投
資
も
愛
勤
前
白
そ
れ
ら
と
同
一
で
あ
る
。

火
花
ん
の
み
が
轡
化
し
、
他
の
パ
ラ
メ

1
9
1
が
凡

τ不
援
な
る
場
合
を
考
え
占
う
。

ω及
び
的
よ
り
凡
℃
の
闘
に
封
し

τ
而予

困
際
組
油
開
。
比
較
動
串
的
分
析

第
六
+
六
種

凡
士

第
耳
・
六
曲
師

五
二~



園
際
組
済
O
比
輯
動
血
中
的
分
析

第
六
十
穴
轡

丹、

八

第
五
・
六
揖

:'fi. 
四

h
q
h
心
)
リ

p
h
M
l
x
h
)

』
可
相
会

)
H
公
IRNW)』
六
十
会
)

が
成
立
つ
。

そ
れ
故
第

E

包
一
闘
の
闘
産
投
費
財
需
要
が
増
加
し
た
場
合
に
開
し
て
五
口
々
は
次
白
法
則
を
得
る

G

第
包
囲
の
第
一
期
以
後
白
糠
消
費
は
凌
動
前
D
そ
れ
ら
よ
り
何
れ
も
増
加
す
る
が
、
第

z
園
白
第
一
期
以
後
白
細
投

第
五
法
則

資
は
、

9
〈
H

な
る
と
吉
開
出
動
前
?
七
れ
ら
よ

b
増
加
し
、

E
〉
H

・
な
る
と
雪
崩
班
勤
前
の
そ
れ
ら
よ
り
減
少
す
る
。

第

穴

法

則

第

y函
が
第
・
色
間
に
謝
す
る
第
8

決
輸
出
闘
で
あ
る
な
ら
ば
、
第
J
園
白
総
消
費
は
第
8

期
ま
で
は
波
動
前
?
セ
れ

ら
と
同
一
で
あ
り
、

第
h
l
T
H

期
以
後
は
鐙
勤
前
白
そ
れ
ら
よ
り
増
加
す
る
。

而
し
て
そ
白
調
投
費
は
第
8

期
ま
で
は
不
同
盟
で
あ
る

が
、
第
伽
I
T
H
期
以
後
は
旦
〈
同
左
る
左
き
鍵
勤
前
白
そ
れ
ら
止
り
増
加
し
、

g

V

H

在
る
と
き
逝
忙
減
少
寸

5
0
市
じ
て

な
る
と
き
如
何
な
る
矧
白
第

i陶
の
綿
投
資
も
鑓
勤
前
白
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
。

ぬ
吋
何
日
同

仰
の
み
が
媛
化
し
、
他
白
ロ
ハ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
凡
て
不
援
で
あ
一
呂
と
き
に
は

h
p
(
b
u
E
h
M
J〔
N
)
+
h
E帆

h
p
(
N
)
H
R
r
h剛、
1
(

。

h可
駒
(
怜

)
1
Q
l
m
r
)』
吋
帆
(
。

l
h
a
z

h
可
人
体
)
H
令
1
9
)』
『
人
。

で
あ
る
。
但
し

F
H
十
円
で
あ
る
。
そ
れ
故

7
岡
康
消
費
財
に
針
す
る
第
包
囲

ρ
平
均
消
費
怜
向
が
増
加
し
た
場
合
に
閲
し
て
吹
田
法

則
を
得
る
。

第
七
法
則

第
・
ム
闘
の
第
一
期
以
後
の
綿
消
費
は
鑓
勤
前
の
そ
れ
ら
占
り
必
宇
増
加
す
る
が
、
綿
投
資
は
増
大
す
る
場
合
も
、
減



少
す
る
相
場
合
も
、
不
変
で
あ
呂
場
合
も
あ
る
。

第
八
法
則

第
J
園
D
第
一
期
以
後
白
一
組
消
費
は
鐙
勤
前
の
そ
れ
ら
上
り
増
大
す
る
。
而
し
て
第
J
園
白
第
一
期
以
後
の
総
投
者

は
旦
八
回
な
る
と
き
愛
勤
前
白
そ
れ
ら
よ
り
増
大
し
、

ε
V
H
な
る
と
き
逝
に
減
少
、
旦
川
川

H
な
る
と
き
不
同
盟
で
あ
る
。

第
T
園
今
日

TNb
が
第
J
闘
に
釘
し
て
第
8

夫
総
山
闘
で
あ
る
場
令
、
第

r
園
。
総
消
費
は
第
8

期
ま
で
は
鐙
勤

前
の
そ
れ
ら
と
同
一
で
、
第

ω+同
期
以
後
は
凌
勤
前
の
そ
れ
ら
上
り
増
加
す
る
。
而
し
て
綿
投
資
は
第
8

期
ま
で
は
不
縫
で
あ
一
る

が
、
第
毎
l
f
同
期
以
後
は

F
八
回
在
る
と
き
愛
勤
前
白
そ
れ
ら
よ
り
増
大
し
、

P
V
H
-な
る
と
き
減
少
す
る
。

る
と
き
不
襲
で
あ
る
。

最
後
に
九
白
一
嬰
動
の
妓
果
に
ヲ
い
て
述
べ
上
う
。

ω及
び
的
よ
り
凡
て
の
闘
に
封
し
て

h
q
h
(抽
)

リ

R
r
h
吋
人
。

』
可
持
(
一
品
目
。
l
R
S
)
K
}ザ
令
)

第
九
法
則

而
L
て

F
H
]
{
な

で
あ
る
。
そ
れ
故
第
ム
闘
の

7
国
産
投
費
財
忙
封
ず
る
需
要
が
増
大
し
た
場
合
に
閲
し
て
次
白
法
則
が
得
ら
れ
る
。

第
J
闘
の
第
一
期
以
後
の
総
消
費
は
鑓
勤
前
白
そ
れ
ら
よ
り
増
加
し
、
第
二
期
以
後
の
各
期
目
線
投
者
は

2
八
回
な

第
+
法
則

る
と
き
鑓
勤
前
の
そ
れ
ら
よ
り
増
大
し
、
旦

V
同
な
る
と
き
減
少
す
る
。

第
十
-
法
則

第
J
関
以
外
白
岡
〔
第
z
闘
も
合
唱
れ
と
に
謝
す
る
放
果
は
第
九
法
則
で
述
べ
売
と
同
じ
で
あ
る
。

四

バ
ラ
メ
ー
タ
ー
幾
動
の
園
民
所
得
に
及
ぼ
す
殺
果
(
そ
の
一
一
)

火
花
吾
々
は
限
界
性
向
を
表
す
バ
ラ
メ

1
9
1
2月
至

U

D
艶
動
が
名
園
園
民
所
得
促
如
何
・
な
あ
妓
果
を
及
ぼ
す
か
を
考
察
す
る

園
際
総
積
回
比
較
覇
畢
的
分
析

第
大
十
六
巻

守
一
八
九

停
車
・
宍
続

五
E 



園
開
祖
済
自
出
韓
動
事
的
分
析

第
六
十
六
省

旦
九
。

瞳
伊
豆
・
穴
鼠

豆王

六

以
下
吾
々
は

u
乃
至

E
U鑓
動
が
永
久
的
費
動
で
あ
る
と
と
を
慌
定
し
、
鑓
動
後
白
限
界
性
向
行
列
主
同

+k同
町
、
経
勤
後
O
所
得

ベ
ク
ト
ル
を
{
刷
、
令
〕
十
』
司
令
)
}
に
て
表
す
。

い
ま

。匂M
M
M町
、
£
岡
崎
国
-
:

崎日岡山、

U
A噌

と
定
義
す
る
な
ら
ば
、

ωよ
り
容
易
に

(
申
)

{

h

州
、
(
H
)
}
H

凶
心
h
{

凶
(
a
z
+
?
む
}
+
m
y
{吋
(
号
)
}

1

h

a

 

が
得
ら
れ
る
。
云
う
起
も
な
〈
吾
々
白
仕
事
は
{
且
司
令
〕
}
む
各
要
素
白
符
擁
を
明
か
に
す
る
と
と
で
あ
る
が
、
モ
の
潟
に
は
諌
め

吾
々
は
ザ
白
要
素
白
符
腕
に
欄
し
て
知
識
を
得
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
白
問
題
を
一
般
的
陀
底
調
唱
す
る
と
宇
は
厄
介
で
あ
る
か

、
ら
、
以
下

H
C刊

T
O
O
み
が
増
加
し
た
場
合
と

H
D
み
が
増
加
し
た
場
合
と
に
分
っ
て
考
察
を
す
ず
め
る
と
と
と
す
る
。

zm 

士
や
仰
ぐ
土
)
の
み
が
増
加
し
た
場
合
を
考
え
よ
う
。
と
白
場
合

h
同

は

第
j
行
第
4
列
の
要
素
が
』
デ
〉
O

で
そ
白
他
白

要
素
が
凡
て

0
・
な
る
正
方
行
列
で
あ
る
か
ら
、

h
国
ぽ
(
崎

H
F
・-
:
Jる
の
凡
て
の
要
素
は

O
で
あ
る
。
そ
れ
故

A
Y
H
M
同
l
h同
岡
崎
1
噌

ート

と
占
な
る
。
さ
τ

h
同
同
ω
J
は
第
，
J
行
策
t
列
の
要
素
が

h
p
L
M
3
Q
H
F
i
-
-
J
る

で

第

j
行
以
外
白
行
白
要
素
が
凡
て

0
で
あ

る
行
列
で
あ
る
血
ら
、
聞
i
M
h
同
旬
!
噌
白
第
h
行
第

s
列
の
要
素
は

h
u
r
h
h
z
h
r
M
J
 
Q
L
H
P
:
・-
J
S
)

で
あ
る。

そ
《れ
-11 故

l~句ぢ:
11-."， 

~l 第

巳 k
r 行
;;.第
お1
s 列

σ〉

要
素
は



で
あ
り
、
疋
若
〈
は
O
D
値
で
あ
る
。

き
て
第
k
園
が
第
-
J
闘
に
一
討
す
る
第
t
弐
以
上
白
職
問
闘
で
あ
る
場
合
に
は
、
山
市
(
句
リ
F
・
・
・
る
の
第

h
行
白
要
素
は
凡
て
O

で
あ
る
か
ら
、
川
別
に
於
い
て
』
六
%
。

u-
で
あ
る
。
而
し
て
第

7
H
火
の
轍
向
闘
で
あ
る
場
合

之
、
げ

h
rも
匂
〉
号
〔
但
し

F
h
G
H
H
)

で
あ
る
か
ら
、

hpv何
で
あ
り
、
従
つ

z
h〕

『
J
V
(
②
〉
号
で
あ
る
。
而
し
て
第
h
闘
が
第
j
闘
陀
到
す
る
第
8

女
輪
出
園
(
但
し
匂
〈
明

l
H
)

で
あ
る
場
合
、
児
〉
争
、
で
あ
る
か
ら

h
R
1
(
O
〉
号
で
あ
一
る
。
以
上
よ
り
主
口
々
は
弐
の
法
則
を
得
る
。

/ 

第
+
=
法
則

J
図
産
消
費
財
忙
謝
す
る
第

z
闘
限
界
消
費
怜
向
が
増
大
す
る
か
、

.
J
図
産
投
資
財
に
謝
す
る
郊
g
闘
の
限
界
需

要
性
向
が
増
大
し
た
場
令
、
第
j
闘
に
劃
す
る
第
8

次
聡
川
間
四
闘
民
所
得
は
第
8

期
ま
で
は
境
勤
前
と
同
一
で
あ
り
、
第
エ
I
H

期

以
後
に
於
い

τは
錘
動
前
白
些
れ
ら
よ
り
増
大
す
る
。

第
J
闘
園
民
所
得
に
担
割

f
z数
果
は
・
次
の
如
く
で
あ
る
。

3
H
h
rわ

v-

で
あ
る
か
ら
、

h
岡
山
会
)
は
目

W
H
怠
る
と
昔
必
A
Y
E
で
あ
る
。

j
園
建
消
費
財
に
謝
す
る
第
-z
園
限
界
消
費
性
向
が
増
大
す
る
か
、
・
7
闘
産
投
資
財
に
封
す
る
消
a
b

図
限
界
需
要

第
+
豆
法
則

性
向
が
増
し
た
場
合
、
第
・
7
園
の
第
一
期
以
後
の
図
民
所
得
は
何
れ
も
愛
勤
前
白
そ
れ
ら
よ
り
大
で
あ
る
。

弐
に
ん
が
増
大
し
た
場
令
白
抜
果
を
考
え
上
う
。
と
白
場
合
、

h
H
H
Q
e
H
P
i
-
-
J
む
の
封
角
要
索
の
一
ヲ
は

(
h
b
z
Y
M
V
G

で、

他
白
凡
て
の
嬰
素
は

O
で
あ
Z
D
従
っ
て
か
レ
白
第
vzm
行
第

t
列
白
要
素
は

EMl凶
凶
b
h
色

h
s
r

ミ
3

AMU】
噌
目
崎

園
際
組
済
申
比
戟
動
事
的
分
析

第
六
十
六
巻

カ.

第
五
・
穴
韓

五
七



国
際
担
跨
F
比
較
動
率
的
分
析

第
六
十
六
巻

ブL

第
五
・
穴
続

E 
J、

と
な
り
、
正
若
く
は

0
の
伎
を
と

Z
。

さ
て
第
k
園
が
第
包
闘
に
制
到
す
る
第
t
次
以
上
白
職
問
闘
で
あ
る
場
合
に
は
、

凡
て
D
-
F
(
ω
H
F
・
-
-
t
u
目
)
位
。
で
あ
る
か
ら
.

同
聞
に
於
い
て

h
M
J
i
s
H
-
で
あ
一
石
。
而
し
て
第

T
H女
白
聡
日
闘
で
あ
一
る
揚
合

ぷ
1】

M
h
p
e
p均

v-

pv-
で
あ
り
従
ワ

t
K
5
(柿

)
V
C
で
あ
る
。
第
H
l
H
次
以
下
白
第

od弐
の
轍
出
闘
で
あ
る
場
合
足
軌
目
甲
(
L
U

F--:
・J
ち
で
あ
る
が

で
あ
る
か
ら
、

h一均
hhr叶
品
九
日

J
V
P

。Vも

/
 

で
あ
る
か
ら
、
白
V
〉
号
令

HUlTHWMH-api--る
で
あ
る
。
そ
れ
故
』

M
U
S
V
C
E得
る
。
以
上
に
主
り
火
の
法
則
が
得
ら
九
る

と
と
は
云
う
抱
一
も
な
い
。

第
+
固
法
則

第
乱
闘
の
園
産
泊
費
財
に
射
す
る
限
界
消
費
内
向
が
培
す
か
、
国
産
投
資
財
に
封
ず
る
限
界
需
型
怜
向
が
増
す
な

ら
ば
、
第
・
包
囲
に
針
す
る
第
8
・
究
輸
出
闘
の
園
民
所
得
は
第

s
期
ま
で
は
銭
動
前
と
同
占
で
あ
り
、

愛
動
前
の
そ
れ
ら
よ
り
増
大
す
る
。

第
-z
闘
の
闘
民
所
得
に
劃
す
る
殻
果
は
弐
の
如
く
で
あ
る
。

第
ヱ
4

同
期
以
後
に
於
い
て
は

司

r
u
h
~
r
z
v
c

で
あ
る
か
b
、
』
討
(
怖
)
は

NWH
な
る
と
き
必
十
正
で
あ
る
の

第
十
革
法
判
第
・
包
囲
白
図
産
消
費
財
に
封
す
Z
限
界
消
費
性
向
が
増
す
か
、
園
産
投
資
財
に
劃
す
る
限
界
需
要
性
向
が
増
す
な

ら
ば
、
第
・
包
囲
の
第
一
期
以
後
の
園
民
所
得
は
何
れ
も
鎚
勤
前
白
そ
れ
ら
よ
り
大
と
な
る
。



限
外
恰
向
の
時
世
動
が
充
分
小
た
る
と
昔
、
時
四
勤
前
白
閥
系
が
安
定
開
系
で
あ
る
な
ら
ば
、
同
盟
動
後
の
酬
叩
系
も
ま
た
安
定
で
あ
り
、

愛
動
前
の
閥
系
が
不
安
定
閥
系
で
あ
る
た
ら
ば
、
師
型
動
後
の
閥
系
も
亦
不
安
定
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
捕
監
劃
前
の
慨
系
が
巾
料
開
系

で
あ
る
場
合
、
限
界
佐
向
の
鐙
動
が
如
何
に
小
さ
く
と
も
愛
劃
後
白
悦
系
は
容
易
忙
安
定
限
系
若
〈
位
不
安
定
閥
系
と
な
り
う
る
。

五

バ
ラ
メ
ー
タ
ー
費
動
の
締
消
費
・
総
投
資
に
及
ぼ
す
放
果
(
そ
の
一
一
)

旬
乃
至
ψ

白
日
摂
動
が
組
消
費
・
輸
相
投
奇
に
如
何
な
る
品
到
来
を
及
ぼ
す
か
は

ω及
び
的
を
考
慮
す
れ
ば
容
易
に
分
析
さ
れ
る
。

結
果
ゐ
み
を
書
く
・
な
ら
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

い
ま

第
+
穴
場
則

い
巾
若
く
は
怖
い
か
増
大
し
た
場
合
、
第

ya幽
白
第
一
期
以
後
の
総
泊
費
は
愛
動
前
白
そ
れ
ら
占
り
増
大
す
る
。
し
か

t

a

z

-

し
乍
ら
第
J
園
白
第
一
期
以
後
の
綿
投
費
は
同
〉
R

ど
な
る
と
き
に
白
み
愛
勤
前
の
そ
れ
ら
よ
り
増
大
す
る
に
す
ぎ
守
、

H
u
g
な

る
ム
」
吉
不
袋
、
同
八

g
な
る
と
き
世
に
減
少
す
る
。

第
+
七
法
則
州
若
く
は
附
が
増
大
じ
た
場
令
、
第
/
箇
に
劃
す
る
第

s
共
職
山
岡
白
一
穂
消
費
は
第
8

期
ま
で
は
溌
動
前
の
そ
れ

第
ヤ
エ
期
以
後
鑓
動
前
白
そ
れ
ら
よ
り
増
大
す
る
。

ら
と
同
一
で
、

此
の
場
令
第

s'次
輪
川
園
た
る
第
γ
図
白
糖
投
者
は
第
8

期

ま
で
は
帥
出
動
前
白
そ
れ
ら
と
同
一
で
、
第
&
1
T
H

期
以
後
獲
勤
前
の
そ
れ
ら
よ
り
、

H
V
P
な
ら
ば
増
大
し
、

同
八

F

K
ら
ば
減
少

す
る
。
而
し
て

H
H
F
な
る
と
き
、
総
投
資
拡
常
に
縫
勤
前
白
そ
れ
ら
と
同
一
で
あ
る
。

第
+
八
法
則
州
の
増
大
が
る
呂
場
合
、
第
包
囲
の
第
一
期
以
後
の
締
消
費
は
鐙
動
前
の
モ
れ
ら
主
り
大
で
あ
る
。
第
色
園
白
糖

投
資
は
第
一
期
に
於
い
て
は
艶
勤
前
白
そ
れ
上
り
減
少
す
る
が
、
第
二
期
以
後
に
う
い
て
は
一
般
に
何
も
一
E
え
友
い
。

第
+
九
宏
則

川
の
増
大
が
あ
る
場
合
、
第
包
囲
が
第
J
闘
に
針
す
る
第
8

失
職
川
闘
で
あ
る
な
ら
ば
、
世
m
s
期
ま
で
は
第
亀
岡

園
際
糎
梼
の
比
較
動
車
的
分
析

第
六
十
六
巻

ブL

第
五
・
六
銃

車

九

、



閣
際
栴
済
O

比
較
助
事
的
分
析

。
締
消
費
・
総
投
奇
は
不
縫
で
あ
り
、
第
匂
十
回
期
以
後
第

i
閣
の
絢
消
費
は
同
盟
勤
前
の
そ
れ
ら
止
り
増
加
す
る
。

第
六
十
六
巻

ブb

回

第
五
・
六
競

六

Oし
か
し
乍
ら
第

匂
+
H
期
以
後
白
第
a

包
囲
白
綿
投
費
は

H
V
E
在
る
と
曹
に
鑓
勤
前
の
モ
れ
ら
よ
り
増
加
す
る
に
す
ぎ
十
、
逆
に
同
八
日
な
ら
ば
減

少、

H
H
H
E

た
ら
ぽ
不
鑓
で
あ
る
。

第
=
+
法
則

一
一
白
増
大
が
あ
る
場
令
、
第
az
園
。
第
一
期
以
後
白
繍
消
費
は
同
盟
勤
前
白
そ
れ
ら
よ
り
増
加
す
る
が
、
絡
役
者
に

つ
い
て
は
一
般
に
何
も
云
え
な
い
。
川
が
増
加
し
た
場
合
、
第
・
包
囲
の
第
一
期
以
後
白
細
治
費
は
凌
勤
前
の
を
れ
ら
止
り
増
加
し
、

第
一
期
以
後
白
締
投
資
は
愛
勤
前
白
そ
れ
ら
よ
り
同

V
F
な
る
と
き
増
加
し
、

A

，
 

H八
RF
な
る
と
き
減
少
、

H
H
P
在
る
と
き
不
同
捜

で
あ

Z
。

川
乃
至
い
引
が
増
加
し
た
場
合
、
第
包
囲
に
封
す
る
第
8

弐
輸
出
閤

J

D
綿
消
費
及
び
楓
投
資
は
第
8
期
ま
で

は
鐙
動
前
の
そ
れ
ら
と
同
一
で
あ
-D、
第
句
l
T
H

期
以
後
白
棉
消
費
は
愛
勤
前
の
そ
れ
ら
止
り
増
加
す
る
。
第
句
I
T
H
期
以
後
の
線
投

資
は
同
〉
民
側
、
必
な
る
と
き
同
盟
勤
前
白
そ
れ
ら
よ
り
増
加
す
る
が
、
同
八
旦
怠
る
と
き
減
少
、
而
し
て
同
n
H
m
ど
な
る
と
き
不
同
盟
で
あ
る
。

第
-
エ
・
-
法
則

申告

司被

4陪

以
上
司
己
全
〈
同
じ
分
析
が
封
鎖
さ
れ
た
一
色
の
園
民
経
済
内
部
凸
各
産
業
部
門
白
間
白
閥
係
白
分
析
に
謝
し
て
も
有
設
で
あ
る
と

と
は
云
う
一
迄
も
な
い
。

(
一
九
五
0
・
一
一
・
ニ
一
)

附
記
本
稿
股
稿
後
私
は
冒
Z
N
]
2
・k
p

昌
己
石
]
ぬ
回
。
四
E
ロ

」

『

y
o
o
司

t
r
s
s。
目
白
叶
E
宕
u
i

旬
、
ミ
号
員
、
3
員
¥
〈
。
「
昌
二
回
。
晶

Ida-
冨
由
。
・
を

調
む
ζ

と
を
得
た
が
、
メ
ツ
ヲ
ー
は
此
曲
論
文
民
於
い
て
草
稿
と
同
じ
〈
必
園
国
際
総
隣
自
分
析
を
行
っ
て
ゐ
る
。
し
か
L
な
が
ち
彼
は
依
品
開
と
L
て

動
事
と
血
綾
静
事
由
奇
妙
な
結
合
を
行
日
目
、
(
方
程
式
目
立
て
方
に
も
私
は
彼
に
不
満
で
あ
る
)
そ
由
よ
不
用
意
な
一
つ
り
計
算
選
酔
を
し
て
b
る
。
乗

数
由
大
小
嗣
保
。
比
較
が
彼
の
諦
丈
目
白
眉
で
あ
る
が
、
計
算
謹
H
V
O

た
め
に
嘩
誌
が
股
蕗
し
て
ゐ
る
。
本
稿
を
メ
ツ
ラ

I
P乙
申
請
文
と
針
比
し
て

繭
ま
れ
る
な
ら
ば
章
で
あ
る
。


